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平成 30年 11月 6日 

報道機関 各位 

東北大学大学院生命科学研究科 

総合地球環境学研究所 

【発表のポイント】 

 2011 年の東日本大震災後、東北大学大学院生命科学研究科の生態適応センター、企業

や NGO などで構成した環境機関コンソーシアムのメンバーを中心に、生態系からの恵

みを活かした復興を行う「海と田んぼからのグリーン復興」という活動を始めました。 

 震災後 8 年が経過したなかで、活動を総括した著書｢生物多様性は復興にどんな役割を

果たしたか：東日本大震災からのグリーン復興｣が地球研の叢書として出版されました。

様々な地域で取り組んできた復興の歩みを、グリーン復興という視点から見つめなおし、

今後に繋げたい、という思いでまとめた本です。

 本の出版を記念して、グリーン復興の反省と今後の可能性について議論するシンポジウ

ム｢自然資本を活かした防災と震災復興：東日本大震災からのグリーン復興と今後の展

開｣を 12 月 1 日に東北大学大学院生命科学研究科生態適応センターと地球研との共催

で開催します。 

2011 年の東日本大震災から 8 年が経過しつつあります。その間に、熊本地震、北海道北
海道胆振東部地震、2018 年台風 21 号による高波被害など大きな被害をおよぼした災害に
直面しましたが、その備えや対策は、東日本大震災の経験が活かされているとはいえない
状況です。 
 また、震災後、巨大な防潮堤などにより災害からの被害を軽減するという対策が優先さ

れてきました。東日本大震災後、東北大学大学院生命科学研究科・生態適応センター、企
業やNGOなどで構成した環境機関コンソーシアムのメンバーを中心に、震災直後、議論を
重ね、東北地方の農林水産業が享受すべき将来の生態系からの恵みを見据え、海や田んぼ
の生態系の豊かさや、生物多様性を育む復興を行うことで、農林水産業とともに生きてき
た地域が、より着実に、復興するという理念のもと、｢海と田んぼからのグリーン復興｣と
いう活動を行ってきました。 

『生物多様性は復興にどんな役割を果たしたか：東日本大震災か
らのグリーン復興』出版および記念シンポジウム開催について 

報道解禁日：平成 30 年 10 月〇日 ○○時（日本

時間）



これまでに様々な地域で取り組んできた復興の歩みを、グリーン復興という視点から見

つめなおし、今後に繋げたい、という意図で、｢生物多様性は復興にどんな役割を果たした
か：東日本大震災からのグリーン復興｣という本を地球研叢書として出版しました。 

また、本の出版を記念して、東北大学大学院生命科学研究科・生態適応センターと地球
研との共催でグリーン復興の反省と今後の可能性について議論するシンポジウム｢自然資本
を活かした防災と震災復興：東日本大震災からのグリーン復興と今後の展開｣を 12 月 1 日
に開催します。 

 

地球研叢書：生物多様性は復興にどんな役割を果

たしたか：東日本大震災からのグリーン復興 

中 静 透 ・ 河 田 雅 圭 ・ 今 井 麻 希 子 ・ 岸 上 祐 子 編  

 

序 章  生 物 多 様 性 は 復 興 に 必 要 で あ る  

Ⅰ  山 と 海 の つ な が り が 町 を 復 活 さ せ る ― 南 三 陸 町 の チ ャ レ ン ジ  

Ⅱ  松 島 湾 の め ぐ み が 復 興 を 支 え る ― 浦 戸 諸 島 の 自 然 に 生 き る  

Ⅲ  グ リ ー ン 復 興 の 可 能 性 を 探 る  

Ⅳ  防 潮 堤 は 必 要 な の か  

終 章  生 物 多 様 性 や 生 態 系 は 復 興 に ど ん な 役 割 を 果 た し た か  

 

昭和堂 

http://www.showado-kyoto.jp/book/b375507.html 

 

 

【出版記念シンポジウム】 

自然資本を活かした防災と震災復興：東日本大震災からのグリーン復興と今後の展開 

12月1日土曜日14：00より   

場所：東北大学大学院生命科学研究科生命科学プロジェクト総合研究棟1階 講義室 

 

主催：人間文化研究機構・広領域基幹研究プロジェクト「日本列島における地域社会変貌・災害からの地

域文化の再構築」 

東北大学大学院生命科学研究科生態適応センター 

総合地球環境学研究所 

後援：東北地方環境事務所 

対象：一般 

備考：事前申込不要、参加無料 



2011年の東日本大震災後、東北大学大学院生命科学研究科生態適応センター、企業や

NGOなどで構成した環境機関コンソーシアムのメンバーを中心に、生態系からの恵みを
活かした復興を行う「海と田んぼからのグリーン復興」という活動を始めました。震災
後8年が経過したなかで、活動を総括した著書｢生物多様性は復興にどんな役割を果たし
たか：東日本大震災からのグリーン復興｣が出版されました。様々な地域で取り組んでき
た復興の歩みを、グリーン復興という視点から見つめなおし、今後に繋げたい、という
思いでまとめた本です。本の出版を記念して、グリーン復興の反省と今後の可能性につ
いて議論するシンポジウムを企画しました。 

 

- 趣旨説明 河田雅圭 （東北大学教授） 

- 人口減少時代における生態系を基盤とした防災・減災(Eco-DRR)の推進  一ノ瀬友博 

（慶應義塾大学 教授） 

- 地域の自然資本を活かした防災と復興 ～環境省の取組～ 鳥居敏男 （環境省大臣

官房審議官） 

- 「いのちめぐる」サスティナブルなまちをつくる 太齋彰浩 （一般社団法人サステ

ィナビリティセンター）  

- 海とたんぼからのグリーン復興を振り返る 中静透 （総合地球環境学研究所 プロ

グラムディレクター・特任教授） 

- 総合討論 

 

 

 

【問い合わせ先】 

（研究に関すること） 

東北大学大学院生命科学研究科 河田 雅圭（かわた まさかど） 

電話番号： 022-795-6688 / 電子メール： kawata@tohoku.ac.jp 

 

総合地球環境学研究所 中静 透（なかしずか とおる） 

電話番号： 075-707-2341 / 電子メール：toron@chikyu.ac.jp 

 

 

（報道に関すること） 

東北大学大学院生命科学研究科広報室 高橋 さやか（たかはし さやか） 

電話番号： 022-217-6193 / 電子メール： lifsci-pr@grp.tohoku.ac.jp 

 

総合地球環境学研究所 広報室？ 
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